
臨港道路(久原・瀬戸線)は、平成１５年に暫定２車線、平成２７年に全線４車線にて供用しています。
アーチ橋である伊万里湾大橋は、平成１２年の架設後、２０年以上が経過し、塗装の剥離や部材の腐
食が進行している状況にあります。また、他港では、台風によって錨泊していた船舶が流され橋梁に衝
突、甚大な損傷を与える事案が発生しました。伊万里湾大橋においても、被害軽減のための防衝工の
設置が急務となり、令和２年度より予防保全事業として道路改良の整備を推進し、令和3年度に防衝工
の設置が完了、令和4年度からは伊万里湾大橋の補修工事に着手しています。

伊万里港予防保全事業 【伊万里湾大橋】
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上部工のひびわれ 鋼橋主部材の塗装剥離下部工のひびわれ

防衝工の設置


